
新湧鼻直江津に於ける主要ェ場の藍藻

/J＼ 田 島 常 春二手

i. テ - マ

｢三 億 が 再度 す る こ とが 勉 巌 に 逢っ て 庭 憎 慮 る 意 味 老 滞 ち, 池 a)蝕 威 東 風

乙 と､U)琴 を 鮭 び薄 さ を 櫓 つ と い る か,｣ よ し＼う凄‖3, 乞 0)エ 壕 の 凝 塊 ･唾 凝 ,

敬 立 0)贋湖 東 KJは切意. 翼 に 地 政 o)諸 風 路に よ っ壬 異 -?た 伺 庵 を 釆 サ こ と に

有る 乙憩 う9 患 信 兜 摩 地 方 の勧 渇巣 監 江 喪 敏 盤 ん で上 宅 o)チ - マ 夜 着 察 しrcJ

a, フィ - ル ド

北 隆 地 雷 は 大 正 線 草- 飽 和 の 紡 吟 に 掛 け て ､感 剰 電 力 を 厳 範 す る 電 捺 地 絡

も L,て ､ 三 寒 繭 に 注 目 ヨ ltて 東 t_と ころ {･め り, 市 制 施 貯 前 句遮 音 凄 艶 替 り

てT や項 線 節 0)三栄虹 癖 に 大 工 場 O)鹿 波 に 関 して も､ 当地 a太 か 発 亀 ､せ

(‖フ汀 軌 i上水 餐 ･qT商量 に 負 う 泣 こ う が 大 き 汎 番 内 に 現 存 す る 9つの 主電 工

葛 cD磨 る も の 9-こU)地 肴 o)車 力 会杜 の東 単 孝 嘆 か ら虫 発 レ 他 の七 の 笹 と ⑦

供 鎗 電 力 に 塵 召 して 大 正 7年 r～瑠 和 /0年 にガ‖丁て 成 立 し妾 の モ 萄 巷 .

直 江韓 覇 F=甘 この う ち 4つ の エ 轟 が 音 盤 す る 拭 主竃 も 句 は 膚 廻 化 瞥 工

漠 (大 正 /∫琴創立, 従凄 象徴 感知3ヱ 幣 /75･1 - ～'3 0/ A. 皇 軍 数 量眉 吹

藍 愚 ･ガ -バ .づ ド )と日本 ス デ シ レス K吃 (先 知 Cj年 創 立 . 従億 覇_数 敏 和33

号 7 月 ′′之0人. 主嘩 熱 量帝 瓢 飼 マ暑 ) で あ i J

3､ エ魔鏡 観 .

席.避化 替 ユ 寮 軒 日 本 蟹 秦 終 叔 KK 妊･鹿 渡 電 気 Kk･-さ Q)-老衰 L隼 に よ つく

電束 ス 5=ン レスは ヰ 渓 亀 熱 KK の 唐 黍豪 鑑 も しこ 虫 親 し, い つ-'jtも外 貌登永

F=よ る も 亀 空 あ 乳 工 藤 僻 地 店主 に 原 野 や 紅痩 地 に よ っ て 讃 濠 j jtた Q)で.

泉 地 蜜 僕 が 簸 覚 に与 え を葡 萄 措 ヒ 江登 竜 し(首 Lh, 腰 革 執 ま癒 感⑦藁 灰石

蛙 敵 竜骨 除 いて 亀と鳩 簡 地 か ら㊥強 大 で あ L), 廟 ゝ遠 浅 ダ 杏 (凄 い∴ 嚢 に親

電 の 正 画 地 は, 痢 費 腎腐 面 を 車 C も しこ お り･ 地 元 毅 射 尿 & した 親 藩 は み ら

れ森 仇 二億 敦 iL曙 に は - 患 者 慮 章∴旺た藤 の利 覇 樽 由 既 約 を 葛 藤韓と教 薪 の

不 慮か ら 現 在 利 弔霊鳥して腐 らザ 強 ま 桂庵 ら飯 盛 FI疲 移 して し1る

壌 壁 三億 せ こ の渡 波宜 の磯 も密 淳 凍 麗 各 が 覚 られ る ⑦ ば 潜 め ガ Q)西嶺 であ

るD 現 在で も 従常 素 の 大都 か 謀痘 元 東 身属 で 初 巻 択 二 虜 の丑塵 に 醸 し-Crま

電 力 率 将 と英 F:低魔 で凄 電 着 廃 体 潜め 竜 を 寒村 二部 の 感 動 潜 描 か に 求 めよ う と

す る 藩 厨 が 金 ま れ こ いた 4 常 F壕 面だ が 電力携 姶 3)番 線 轟 が為 し′い 婿殿 亀 カ
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に牽 く 威 容 して 来た 嬉 愚 化′導で 甘 凍 寒q拳 簡 約 薮 化 敬 膚 う/B に も拳 腐 窮 に

濠勧 し簸る 酎 万か の寄 在 が 大 き 否 鳶 啄 鑑摩 っ て し1髭 . こ のエ蕗 でil, 現在 で

毛番 縮 約 に-数古 人 (飽 和 3必 年 に 尽 ∫/9人 )の 銀 翼 象数 の 薮 把が 封 だ目しる∫

尊廊 工 の中 に嬢 巌 東都 に 混濁 度 韓 づ瞥摘 カ も 顛 (, 腐 磯 願 岡 と 濃 密髄 が 壌 夜

番蕗 金 色 も 東 金 収 > 監将 為替 に エ 魔 へ虚 勢 す 毒 ので あ も

4. 壌底 磨 相 か D)仕 向 が rj 毘たユ億 の意 毅

野廟工で 季 節工 を食 め 7:､ = 蘭 静 め 肴0)寵 嘉 が 寮 蔑 む とQ)終 に 額溌 して Jif

われ て し1為 が 監杷 擾 す る為 F=. ユ 癌 地 区 に餅廃 す る 摩 肉声 4 滴 (旧人 ケ好射

)老 対象 と して. 親 展 努 めカ の仕 向 監 艶 ℃て エ億 の 希 義 教 澄 額 t,忠 ,

ノ＼十 癖 で 持 三億 轍 iL.前 か ら 親嘗 Q)庭 草 風 塵 は 小 さ ( 自給 的 邑覇 が 硬 く, 蛍

鴬 観 象 が天 顔,bLtt萄 っ た, 親 作 蛍持 主 に濁 せ者や 安 へ の 事に 控 ね ら 札, 主幹

藤 田カ は嵐 常 沖沖虹 日雇 を勧 め ､患 民 .萄 嵐 鑑鱗 村 の 療 咋鷲 へ0)鹿 渡

をtJに 錠等 しこ い たJ こ ¢髄 怒 地 政 にも っ て 大工 場 o)哉 立 旦 泰 か東 酎 万力 の

仕 向 蒐亀 生 み 出 し. 外 部 に庶 出 して い た懲 樽 か教 練 考t=固 定 させ で し1っ た,

上記 の 嫁 な 鹿濠 の樽 唯 か ら こ の客 藻 草 丑 年層 O)温勧 工 化 且 貯 め カ o)面で 簸

業 に 大き な 灯 喪 を 与 え な か ったg Lのし豪 家 労坊 か 0)吐 角 餅 らみ る と. 巌 素

量 哲 の相 盤 に よっ て潮 鑑 何 に奨金 削 ガ膚 や 寒業 軽 率 萄 Q)衷 わ れ 方 に 賓 が み ら

れ る｡ 壌 葉 が 自豪 商 艶 盈 可 約せす る 嵐 井 潮 藩 でGf, 濃 執 エ を 碑 め,邑 す る 草食

労れ 着 が圧 倒 的 で. 厳 寒 従 事膚 は 70%が安 手 で 範 も 経常腰 顔 甥 や ゝ大 き

い 下東萩胡藩 でも 岡 碇 だ邪 こ >では 贋 新 作や 莱 _同 作 鷺 F:よっ て . 労 め かの

琴 蘭 的 未 定 を 補 っ て い る･ 賠 内管 一蕗 濃 集 の 上代 LbJfL/t の 轟 u 面 ヶ壌虜 商 港 で

枯 ト音壮年層 0)男 言 も専 業 に 敵 軍 し こあ り, 繋 ぎが 泉鴬 縫 尊慮 の 30% 怒 藁

のて いる,

略 じく こ の膚 で 且 置 瞥親 機 も 大 き く て 商 潔 癖 魔 境 を 行 って t,1る一圃 0)上

層 喪 家五庵 Lht は, 乾期 敏 に現 金収 入 乳 も た らす 魔机 tへ の賂 射 芸大 等 森 も

ので 萄 リ. 橿 感 の季 節 エ O)線 F=壊 繁 頻 K 塵傭 躯 が電 怒 る 備 金 で も 親 好 して い

香, 更 定 した 雇 傭 に よる 麻 入 漁 復籍 っ 痩 象 持, 空 孔寵 弁 - 義 と LJ 戎 っ妾 履

族 貯め カ の 車 宅 可 敵 意 限 り布 利を畳 替 盈符 粛 う &し て t,l巷､
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